～認知症前段階のリスクを調べる血液検査～
MCIスクリーニング検査プラスのご案内
認知症は、脳の病気や障害など様々な原因によって認知機能が低下し、　日常生活全般に支障が出てくる状態をいいます。
日本における65歳以上の認知症の方の人数は2025年に700万人、2050年には1000万人を超えると推計されています。
さらに、認知症予備軍であるMCI(軽度認知障害)の方もほぼ同数いる　　といわれています。
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MCI(軽度認知障害)とは？
日常生活に支障をきたすほどではないが、記憶力などの能力が低下する　認知症の前段階の状態をMCI(軽度認知障害)といいます。
適切な予防を行わずに過ごすと、5年以内に半数以上の方が認知症に進行するといわれています。

MCIを早期発見し、生活習慣などを改善していくことが大切です！
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MCIスクリーニング検査プラスとは
アルツハイマー型認知症のリスクである血管の老化や炎症、または　　　アルツハイマー型認知症発症の原因の一つと言われている｢アミロイドβ｣
の排除機能を持つタンパク質を測定することでMCI(軽度認知障害)の　　リスクを判定します。
◆ 血液検査でおこないます
　(健康診断や人間ドックの採血で一緒におこなうことができます)
◆ 30～50代の方におすすめの検査です
料金２４，２００円(税込)　※事前予約制
医療法人慶和会　ひまわり健診センター
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